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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代中東におけるソフト・パワーの構築に向けた各国の動きを、メディア
文化政策という観点から明らかにすることを目的とするものであった。本研究では、湾岸諸国を中心に、中東の
複数か国でのフィールドワークをおこなうことで、各国が進めるメディアを通じたソフト・パワーに関する政策
の実態を広く明らかにするとともに、そこに見られる差異についても指摘した。また、そうした政策が各国の国
家アイデンティティや安全保障といった諸問題と密接な関係にあることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Since the 1990s, Middle Eastern countries have become aware of the necessity
 to promote soft power policies, and as a result, most have started to promote public relations 
through the media. This study revealed the recent soft power policies of Middle Eastern countries, 
with a particular focus on their public relations strategies through the media. The result 
demonstrated that the Gulf oil monarchies have played a leading role in this arena while other 
countries such as Egypt, which was once hegemonic in regional media, are far behind. This study 
clarified the situation and the reasons behind these differences. In addition, this study revealed 
how soft power policies, national identities, and state security affairs closely relate to one 
another. As this study demonstrated, analyzing the media transformation in Middle Eastern countries 
helps us to understand the entangled relations amongst them.

研究分野：国際コミュニケーション研究
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１．研究開始当初の背景 
2000 年代以降、国際政治やメディア研究
の分野では、ソフト・パワーの問題が大きな
関心をもって論じられるようになった。ソフ
ト・パワーとは、経済力や軍事力といった強
制力をともなうハード・パワーの対比概念で
ある。説得や政治的価値観、文化的魅力など
によって、相手国（の人々）の支持を獲得し、
自国に望ましい結果を引き出す能力と定義
される。中東各国も、従来のような要人同士
の公式外交に加えて、人物交流や対外宣伝、
国際放送を通じたパブリック・ディプロマシ
ー（広報文化外交）を活発化させている。ソ
フト・パワーをめぐる動きが中東でも本格化
している。 
中東のソフト・パワーをめぐっては、1940
年代以降のアメリカの対中東政策を、ソフ
ト・パワーの観点から論じた研究や、サウデ
ィアラビアとイランのソフト・パワー上の競
合を論じた研究などが既におこなわれてい
る。こうした先行研究は、ソフト・パワーの
問題が、国家アイデンティティや、安全保障
の問題と深く関係していることを指摘して
おり重要である。ただし、問題点としては、
メディアの活用は現代のパブリック・ディプ
ロマシーの要諦であるにも関わらず、中東に
おけるソフト・パワーの問題を、メディアの
視点から論じた研究が僅少であること、また
中東の事例を比較の視点を踏まえて広く論
じた研究がほとんどおこなわれていないこ
とが挙げられる。総じて、この分野の研究は、
その重要性にも関わらず不足している。 
したがって、中東におけるソフト・パワー
の構築に向けた各国の取り組みを、メディア
文化政策という観点から、また比較の視点を
取り入れて、実証的に論じることが喫緊の課
題となっている。そのためには、ソフト・パ
ワーやメディア文化政策に関する先行研究
の延長線上に、中東のソフト・パワーとメデ
ィア文化政策との関係性を考察することが
必要である。同時に、特定の国の事例のみを
分析するのではなくて、複数国の事例の比較
検討を通じて、より普遍性の高い議論として
いく必要があるだろう。 
 
２．研究の目的 
本研究は、現代中東におけるソフト・パワ
ーの構築に向けた各国の動きを、メディア文
化政策という観点から明らかにすることを
目的とするものである。そのために、本研究
では、とりわけ以下の 2点を明らかにするこ
とを試みた。第 1に、湾岸諸国を中心に、中
東の複数か国でのフィールドワークをおこ
なうことで、それぞれの国が進めるメディア
を通じたソフト・パワーに関する政策の実態
を広く明らかにすることである。第 2に、そ
うした政策が、各国の国家アイデンティティ
や安全保障といった諸問題とどのように関
係しているのかを解明することである。 
 

３．研究の方法 
本研究では、①メディア研究・国際関係論
をもとにしたソフト・パワーをめぐる理論研
究、②中東複数か国でのフィールドワーク、
③フィールドワークで収集したアラビア語
の諸資料をもとにした原典研究の3つを基軸
とした、地域研究の手法に基づいて研究を進
めた。研究代表者のこれまでの専門分野は、
地域研究とメディア研究であったが、本研究
では、さらに国際関係論の理論や近年の研究
動向を踏まえながら研究を進めた。また、フ
ィールドワークについては、湾岸諸国を中心
に、中東の複数か国に滞在し、メディア関係
者、政策関係者などへの聞き取り調査、関連
資料の収集をおこなった。 
 
４．研究成果 
本研究では、主にメディア研究と政治学の
分野でなされたソフト・パワーをめぐる研究
の理論や近年の動向を踏まえたうえで、中東
諸国でおこなわれているメディアを通じた
ソフト・パワーの構築に向けた各国の動向を、
メディア文化政策という観点から論じた。そ
のために、本研究ではエジプト、カタル、ク
ウェート、バハレーン、UAE（ドバイ首長国、
アブダビ首長国）の計 5か国でフィールドワ
ークをおこない、これらの国々でおこなわれ
ているソフト・パワーの涵養を目的としたメ
ディア文化政策の実態解明と比較検討をお
こなった。本研究を通じて得られた主な研究
成果は、以下の通りである。 
 
（1）中東のメディア文化政策の実像解明 
1990 年代以降、中東では衛星放送が急速に
普及するようになった。それに伴い、各国政
府は国際放送をおこなうことで、ソフト・パ
ワーの構築に向けたメディア文化政策を加
速化させている。本研究では、中東のいずれ
の国も、国際放送やインターネットを用いた
メディア文化政策を進めており、なかでも潤
沢な資金を有する湾岸産油国がトレンド・セ
ッター的役割を果たしていることを明らか
にした。また、こうした湾岸産油国のメディ
ア政策には、いくつかの特徴が見られる。 
まず、最新の情報通信技術を用いているこ
とで、湾岸以外の国々のメディアよりも優位
性を持つ傾向が見られる。とりわけ、湾岸産
油国とそれ以外の国々のメディアの製作
者・提供者のあいだには、資金面だけでなく、
技術面での決定的な格差が横たわっており、
そうしたものは国内の情報通信インフラの
状況とも大きく関係していることが明らか
となった。次に、メディア企業への投資を通
じて、自国だけでなく他国のメディアにも影
響を及ぼす傾向が見られる。そして、そうし
た傾向は近年益々強まっている。さらに、湾
岸産油国からの資金提供を受けたメディア
の多くは、必ずしも資金提供国の政府にとっ
て好ましい報道をおこなうわけではないが、
特定のアジェンダに対しては、歩調を合わせ



る傾向が見られる。とくに各国の安全保障に
関わるとの認識が共有された問題について
は、そうした傾向が顕著に見られる。 
これに対して、エジプトのような、長らく
中東の文化的中心であっても、湾岸産油国と
比べた場合に資金力を欠いている場合には、
もっぱら国営放送や国営通信社といった国
営メディアに依拠したメディア文化政策を
執り行う傾向が見られる。しかし、そうした
政策はしばしば矛盾を抱えたものであり、時
代錯誤的なものになる傾向がある。こうした
ことは、ソフト・パワーの構築を目的とした
メディア文化政策において、民間メディアの
重要性を改めて浮き彫りにするものである
と考えられる。 
 
（2）メディア文化政策に関する分析枠組み 
メディアを利用したメディア文化政策、さ
らにはソフト・パワー政策といったものを、
単に一か国の枠組みだけではなく、トランス
リージョナルな観点から考察するために、下
図のような分析枠組みを提起した（詳細につ
いては、〔雑誌論文③〕を参照）。同分析枠組
みは、メディア文化政策の核となるメディア
を、国際政治・国内政治・経済諸力に位置付
けて分析するものである。中東のメディア文
化政策やソフト・パワー政策といったものを
分析する上で有用であるのみならず、中東を
越えて、他地域の事例にも援用することが可
能であると考えられる。 

 
（3）メディア文化政策と政治社会との連環 
中東におけるソフト・パワーの涵養を目的
としたメディア文化政策は、とりわけ 2003
年以降の同地域に見られる政治的緊張の高
まりとともに、より政治的な影響を受けやす
くなっている可能性を指摘した。本研究では、
その具体的な事例として、カタルのアル・ジ
ャズィーラ放送の変容と、その変容の背景に
あると考えられる中東地域の政治経済構造
の変化とを関連付けて論じた。また、2017 年
5 月以来の「カタル危機」を取り上げて、同
事件の背景には、カタル政府がこれまで進め
てきたメディア文化政策のあり方が関わっ
ている可能性を指摘し、それを「ソフト・パ
ワーの反動」という観点から考察しうること
を示した〔雑誌論文④〕。 
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